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バイエルピアノ教則本における
転調とフレーズ
益　子　州出男１
はじめに
　広く初心者導入書として使われているバイエルピアノ教則本を教材とし
て、転調とフレーズについて述べていきたい。
　まず、何調を弾いているかを理解する事は、指使い、和音の掴みかた、
調の響きを知る等から必要であり、それを理解することでミスタッチを少
なく出来る。調号を用いて転調している時は分かり易いが、調号なしで調
が変化する転調が起こると何調か分かりにくくなってしまう。そこで、転
調の見極め方を知らなければいけない。
　転調が分かることによって曲の流れをスムーズに切り替える事が出来
る。
　次に、フレーズの大切さについてである。
　フレーズとは旋律線の自然な区切りの事で、そこにブレスを入れて弾き
直す必要がある。
　文章で言う句読点と同じで、句読点を入れずに読まれた文章は抑揚がな
く、何を言っているか理解出来なる様に、 フレーズを無視して弾かれた音
楽は音の流れが分からなくなってしまい聴きづらくなってしまう。
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　この２つの事は、ピアノを弾く上でいつも意識していなければならない
ことである。
転調
　どの調に転調したかを理解するには、各調の音階固有音を熟知し、和声
の知識を持たなければ出来ない。
　特に、臨時に変化した音が調の音階固有音か、ただの臨時記号かを見極
める理論は難しい法則がある。
　しかし、バイエルピアノ教則本は初心者向けの教材ゆえに幾つかの法則
を理解することで分かるようになっている。
１．音階固有音の変化が臨時記号だけになっている音はない。
２．リピートや複縦線を起点に転調している。
３．転調後の和音が転調した１の和音である。（バイエルでは重要ポイント
である。）
４．転調した所から転調後の音階の指使いやドからソまでの１から５まで
の指の位置になっている。
　勿論、例外もあるが上記のポイントを理解すると簡単に見極めることが
出来る。
　幾つかの曲を例にあげて転調の見極め方を述べていくが、主題と再現部
が同じ曲は、再現部分の楽譜を載せずに省きます。
　転調だけでなく曲ごとにフレーズや間違い易いポイント等も含めて述べ
ていく。
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調号が用いられている曲
例81番
　調号からイ長調からニ長調に転調しているのは明白なので、音階固有音
と和音の違いを把握する事。
　この曲は例外の多い曲である。ニ長調に転調後も右手の指使いはイ長調
のまま始まっているし、ニ長調の主音のレに♯が付いている。もし、調号
が変化なくそのまま曲が進んでいて調判定が難しい場合には、伴奏の和音
と進行、１カッコ２カッコの終わり方で考える。
　フレーズに於いても色々注意点のある曲である。アフタクトから始まる
曲なので前の拍を１ト２トと数えてから柔らかく弾き始め、転調前後で同
じラの音が続くが、転調を意識する為にも１拍目のアクセントの前で大き
くブレスを取ってから弾き、半拍休みから始まる小節は音が硬くならない
様に鍵盤の近くから軽く弾く様にする。それぞれの違いを意識して弾く。
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例78番　調号はト長調
　二長調の音階固有音のド♯が３段目の３小節まで出て来ないので分かり
難い点もあるが、リピートの前のアフタクトからの右手の指使い、リピー
ト後の左手の和音と進行から二長調に転調しているのが分かる。
　転調後の左手の形は３段目の２小節にかけているレ→ソのスラーで終の
で、ブレスを入れてから次のフレーズを弾き出す。
　２小節目と３小節目のシの音は、縦の線で で弾く時とdolceで横に流す
時では弾き方を変えなければいけない。
　２段目の２小節と終わりの２小節は同じ音の流れだが、ディナーミック
の指示が違うので、同じ弾き方にならない様に注意する。
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調号がそのままでの転調
例82番　調号はホ長調
　楽譜の上では調号がそのままであるが、リピート後はホ長調になければ
ならないレの♯が全て になっている。残りの♯（ファ・ド・ソ）の音階
固有音を有する調を考える。左手の和音と進行、右手の指使い、フレーズ
の終わりの音からイ長調に転調していることが分かる。
　曲の始まりはdolceでやわらかく弾き出すのだが、転調後は右手の１拍目
のアクセントをしっかり入れてフレーズの違いを意識して弾く。
　３段目の終わりから４段目にかけての左手は、２と４の指を１の指から
切れない様に上からつなげて弾く。
　切れてしまうと、１段目から２段目の左手と違うフレーズになってしま
うので注意する事。
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例96番　調号はヘ長調
　リピートの後からヘ長調の音階固有音シの♭が になっている。シの♭
は♭系では最初に付く調号なので♭系の調では無い事が分かる。♯の臨時
記号もない事、右手和音と進行、左手の指使いの１から５の指の位置から
ハ長調に転調している事が分かる。
　曲の始まりのフレーズは小節を跨がって終わる形となっている。
　したがって左手の伴奏の形は１拍目と２拍目をつなげず、切って弾く様
にする。
　逆に、同じフレーズなのだが、２段目の終わりから３段目は切ってしま
う事が多いので、つなげて弾く事を意識する。
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平行調による転調
　平行調とは同じ調号を持つ長調・短調の事である。
　バイエルではイ短調からハ長調の曲がある。ファとソの♯が音階固有音
になる。
例91番
　リピートから左手の和音の種類、ファとソの♯が音階固有音がない事か
らハ長調に転調している事が分かる。又、イ単調に戻る小節は３段目４小
節目からだが、右手は２拍目から、左手は１拍目の裏拍ドの指使いを変え
る所と違っているのを見逃さない。
　左手の形は１小節づつ弾き直す小節と次の小節までつなげる小節（２段
目１小節目から２小節目、３段目２小節目から３小節目、最後の小節にか
けて）と２通りあるので、きちんと区別して引く事。
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例93番
　いままでの曲ははっきりした区別の場所があるが、この曲はははっきり
した区別の場所からではなく、曲の流れの途中でからいきなり転調してい
て分かり難い。
　５小節のフレーズは指使いや和音もイ短調から始まっているが、６小節
の和音は音階固有音のソの♯がない事、アフタクトからの指使い、後の和
音の進行からハ長調に転調している事が分かる。
　切り替えのⅠの和音が基本形ではなく転回形から始まっているので、和
音の転回形も理解する事が必要である。
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連弾による転調
　４１番・４２番・４３番はイ短調からハ長調に転調している。
　４２番を例にすると、リピート後からイ短調からハ長調に転調している。
　生徒用の楽譜から見つけるのは難しいが、先生用の楽譜の和音進行から
判断出来る。
　生徒用の楽譜は音もリズムも単純なので弾き方が単調になりがちになっ
てしまうが、指導者は理論を教え響きの違いで弾き方を変える様に指導す
る必要がある。
　ハ長調に転調後の２段目の４小節は生徒用の楽譜はドであるが、先生用
の楽譜からイ短調に戻っているのが明白なので、調や響の違いを説明し大
きく弾かせない。
　生徒用の楽譜では単純なAABAになっているが、先生用の楽譜では最
後のAの部分の音が前の２箇所のAとは音の流れの響きが違っている点か
らディナーミックは次の様に弾くべきであろう。
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フレーズ
　フレーズの切れ目はブレスを入れて手を挙げて弾き直おして欲しいのだ
が、初心者は音を弾くのに一生懸命でフレーズまで気が回らない事が多い。
しかし、それでは音楽が作れない。音が取れたら、音の流れを歌いながら
フレーズの切れ目でブレスをし、その時に一緒に手を挙げる様にすれば自
然に手が挙がる様になる。
　又、メロディーラインを沢山練習してフレーズを把握してから伴奏部分
を入れると、フレーズ毎に流れが止まらずに弾く事が出来る。
　フレーズを気を付けると言う事は、弾き方が変わり、強弱の違いも表し
ながら音楽の流れを上手く変化させる事が出来ると言う事である。
　バイエルピアノ教則本は音楽の作り方が、AABAやAABBAAと
なっている曲が多数ある。
　フレーズの変わり目がAからA、BからBと同じ場合は軽いブレス、A
からBのように曲の流れが変わる場合は音楽の切り替えをしっかり意識し
たブレスと使い分ける必要がある。
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同じフレーズのくり返し
例４9番
　最後の２小節を除いて同じフレーズを繰り返している。このフレーズを
無視して弾いてしまうと一つの大きい音楽になってしまう。
　そうならない様に、それぞれのフレーズを一つ一つ違うイメージを持つ
言葉に置き換える。例えば果物の名前を付けて２小節ごとにブレスを入れ
て弾き直す。
　２段目は左手の和音の違いを意識し、一段目とは違う言葉に変えて、例
えば花の名前を入れて弾き直す様にする。
　又、バイエルピアノ教則本では２小節、４小節で同じ音を繰り返してい
ることが多く、特別な指示がない限り最初は大きく、次は小さくとエコー
の様に弾くと変化が出る。
　この曲も言えるので、２段目の始めの４小節は大きい花をイメージして
⑤の音量、あとの４小節は小さな花をイメージして②の音量で弾くと意識
出来る。
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例５7番
　この曲の様に一小節の繰り返しでも、１小節目は⑩の音量 、２小節は少
し小さく⑧位の音量で弾く様にし、力の配分を考え音楽の違いを出す様に
する。
　しかし、２段目の４小節は２小節毎に と の差をしっかり出す様に書
かれているので、２小節目は小さくせずそのまま強く弾き との強弱の差
を出す。 の部分は２小節目を少し小さく弾くと次の との変化が大きく
なる。一つの考えだけにならず、曲の流れによって変化させる事も必要で
ある。
587
バイエルピアノ教則本における転調とフレーズ
右手と左手で同じ音、同じフレーズを弾く追いかけっこ
例５6番
　３小節の左手、右手の５小節などはフレーズを弾き直す事になるので、
前の伸ばしている音を少し短くしてブレスを入れ、フレーズの最初の音を
しっかり弾き直すようにする。
　文章で言えば主語・固有名詞・人称等の前にブレスをし、言葉の最初を
言い直す事と同じである。
　１小節目から１３小節目の１拍までは右手・左手ともソラシドシラソの
音楽で出来ているが、２拍目からは音をハモらせている。その為、左手の
１拍目のソと２拍目のレの間はブレスをしっかり入れて、それまでの音楽
の流れの違いを感じて弾く事が大事である。
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例83番
　この曲の様にタイで次の小節の頭まで音を伸ばさなければいけないとき
は、タイが無くならない様に伸ばしている音を３ト・４ト・１まで次の小
節の頭までしっかり数えてから素早く弾き直さなければいけない。
　下記の様に早くブレスを入れてしまいタイが休符にならない様に注意す
る事。
　２段目の２小節は、今までの追いかけっこが終わり新しく弾き出す所な
ので、しっかりブレスを入れてから弾き直す事。
　同じ繰り返しでもフレーズの掛かり方によって弾きだすタイミングが違
うので、ブレスの仕方も変える様にする事。
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フレーズのみの追いかけっこ
例79番
　この曲の１段目は８分音符＋付点２分音符のフレーズの追いかけっこの
曲である。
　右手と左手の音の流れが違うとフレーズの弾き直しを見逃しやすいの
で、８分音符の前のブレスを忘れない様に入れて弾き直す。
　２段目の左手は、１小節目と３小節目の強弱の違いを意識して弾く事。
　右手と左手で同じ音、同じフレーズを弾く追いかけっこは「確認」、フ
レーズのみの追いかけっこは「問いと答」の様に意識して弾くと理解し易
い。
アフタクトから弾き出すフレーズ
例５9番
　この曲はAABAの音楽になっていて、Bはアフタクトの細かいフレー
ズを弾き直す形になっている。
　この４つの部分を繋げて弾いてしまうと、例として一つの言葉「春夏秋
冬（しゅんかしゅうとう）」になってしまう。各フレーズを一つ一つ弾き直
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し、春（はる）・夏（なつ）・秋（あき）・冬（ふゆ）としてそれぞれの季節の言
葉になる様に弾き直さなければいけない。
フレーズの中での強弱
　強弱の指示があればそれにしっかりと対応して弾くのだが、指示がない
場合でも考えなしに弾いてはならない。
例88番
　この曲の様にフレーズの終わりと次のフレーズの最初の音が同じ音を弾
く時は、フレーズの頭の方を丁寧に弾き直す事が大切である。したがって
フレーズの最後の音は大きくならず、４小節に書かれているディナーミッ
クと同じ様に１小節目や２小節目も４拍目を軽く弾く様にする。
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例89番
　アフタクトから始まるフレーズは、アフタクトの音を曲の１拍目の様に
弾き出してはいけない。そうすると拍子感覚がずれて何拍子を弾いている
か分からなくなってしまう。
　アフタクトは軽く弾き出し、小節の１拍目の音をしっかり意識して弾く
事。
例8４番
　６拍子は３つの音符をひと固まりとして１小節を２拍子に取る。一つ一
つの８分音符を同じ長さ・大きさで弾くとダラ～とした感じになり２拍子
にならなくなってしまう。最初の音はしっかり弾き、一つの固まりをディ
ミニエンドにし、最後の音は軽くスタッート気味に軽く弾く様にすると２
拍子感が出る。
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おわりに
　バイエルピアノ教則本は基礎的な技術を学ぶものだが、音だけの勉強に
留まらず楽譜に書いてあることをしっかり把握して弾くように心がけなけ
ればならない。
　音を正確に弾くことは重要であるが、フレーズも気を付けなければちぐ
はぐな音楽になってしまう。
　理論も難しい事は要求していないので基礎をしっかりとらえて勉強する
事。
　調に関しては長・短合わせて２４調あるがバイエルピアノ教則本の中で出
てくるのは７つの長調と１つの短調である。ヘ長調の右手の指使いで分か
る様に、♭系は調によって指使いが違うし、短調は音階が和声的短音階、
旋律的短音階、自然的短音階と３つあり、それぞれ音階固有音が違う。
　ゆえに、転調を考えるにあたっては、出来れば全ての調の音階固有音と
主要三和音を覚えることが望ましい。
　同じ初心者でも年齢差やそれぞれの能力の違い、得手不得手があり、進
み方が遅いからと言って理解出来ないと決めつけず、色々な知識を良く説
明し弾かせることが大事である。
　それが、次のステップアップをスムーズに移行出来る要素になる。
　ともすれば単純な音楽になりがちなバイエルピアノ教則本だが、音楽は
数学のように一つの答えを求めるものではない。幅広い知識を持って臨機
応変に対応すると良い音楽が生まれ出るのではないかと考える。
　音の流れや調による響きの違いで音楽が変わってくる事を意識しなが
ら、音楽作りを一つ一つ丁寧に積み重ねていって欲しい。
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